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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のフィンを含むと共に、往路、Ｕターン路、及び復路により第１流体を通す通路を
形成し、かつ、前記Ｕターン路において前記復路に流れ込む第１流体を内側寄りに指向さ
せる指向部を有する第１通路ユニットと、
　一端側から挿入される前記第１通路ユニットを収容する収容部を有すると共に前記第１
通路ユニットと協働して第２流体を通す通路を形成する外側ケースと、
　前記第１流体の入口及び出口を画定すると共に前記外側ケースの開口部に連結されるケ
ースカバーと、を備え、
　前記第１通路ユニットは、前記複数のフィンを有し前記往路及び復路を直線状に画定す
る通路部材と、前記通路部材の一方側の開口部を覆うと共に前記Ｕターン路を形成するヘ
ッダー部材と、前記通路部材の他方側の開口部を前記往路と前記復路に仕切る仕切り壁を
有するフランジ部材を含み、
　前記通路部材は、断面が櫛状をなすように前記複数のフィンが一体成型された二つの通
路半体を互いに突き合わせて形成されている、
ことを特徴とする熱交換装置。
【請求項２】
　前記指向部は、前記Ｕターン路の内壁面から前記復路に向けて突出する突出壁として形
成されている、
ことを特徴とする請求項１に記載の熱交換装置。
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【請求項３】
　前記突出壁は、前記Ｕターン路の幅方向に亘って伸長する畝状に形成されている、
ことを特徴とする請求項２に記載の熱交換装置。
【請求項４】
　前記外側ケースは、前記第２流体を導入するべく前記開口部の近傍に設けられた導入口
と、前記第２流体を導出するべく前記開口部と反対側の閉塞部の近傍に設けられた導出口
を有する、
ことを特徴とする請求項１ないし３いずれか一つに記載の熱交換装置。
【請求項５】
　前記外側ケースは、前記フランジ部材を当接させて連結するべく、前記開口部の周りに
形成されたケースフランジ部を有する、
ことを特徴とする請求項１ないし４いずれか一つに記載の熱交換装置。
【請求項６】
　前記ケースカバーは、前記ケースフランジ部に対して、前記フランジ部材を挟み込んで
連結されるカバーフランジ部を有する、
ことを特徴とする請求項５に記載の熱交換装置。
【請求項７】
　前記ヘッダー部材は、前記通路部材を内側に嵌め込むように形成されている、
ことを特徴とする請求項１ないし６いずれか一つに記載の熱交換装置。
【請求項８】
　前記第１通路ユニットは、複数の前記通路部材と、前記複数の通路部材の間に介在して
前記第２流体の通路を画定するスペーサ部材を含む、
ことを特徴とする請求項１ないし７いずれか一つに記載の熱交換装置。
【請求項９】
　前記ケースカバーは、前記入口の近傍領域において、急拡大する段差部を含む、
ことを特徴とする請求項１ないし８いずれか一つに記載の熱交換装置。
【請求項１０】
　前記往路の通路面積は、前記復路の通路面積よりも大きく設定されている、
ことを特徴とする請求項１ないし９いずれか一つに記載の熱交換装置。
【請求項１１】
　前記第１通路ユニットは、アルミニウム材料を用いて形成されている、
ことを特徴とする請求項１ないし１０いずれか一つに記載の熱交換装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、第１流体と第２流体との間で熱交換を行う熱交換装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の熱交換装置としては、外管と、外管の内側に配置される複数の伝熱管と、外管に
接続されて冷却水を導入及び排出する導入管及び排出管と、排気ガスの入口と出口を仕切
る仕切り板を有するフランジ部材等を備え、自動車のＥＧＲシステムに用いられる熱交換
器が知られている（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　この熱交換器において、外管は、上側アウターケース、下側アウターケース、及び後部
カバー部材により構成されている。そして、上側アウターケース、下側アウターケース、
及び後部カバー部材は、それぞれステンレス板をプレス加工して形成されている。
　また、伝熱管は、上側ケース、下側ケース、及び複数の部品の組合せからなる放熱フィ
ンにより構成されている。そして、上側ケース、下側ケース、及び放熱フィンは、それぞ
れステンレス板をプレス加工して形成されている。
【０００４】
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　上記構成をなす熱交換器において、導入管から流れ込んだ冷却水は、外管と複数の伝熱
管との間に形成された隙間を流れて排出管から流れ出る。一方、入口から通路内に流れ込
んだ排気ガスは、直線状の往路を流れ、Ｕ字状の領域において１８０度方向変換されてＵ
ターンを行い、直線状の復路を流れて出口から流れ出る。
【０００５】
　しかしながら、Ｕ字状の領域においては、排気ガスが外側の内壁面に沿って流れるため
、Ｕターンを行った排気ガスは復路内の外側寄りに偏倚した流れとなる。
したがって、復路内において、排気ガスが均一に流れず、排気ガスを効率よく冷却するこ
とができない。
【０００６】
　また、上記熱交換器においては、外管及び伝熱管が、それぞれステンレス板のプレス加
工により形成された３つの部材を接合して構成されているため、部品点数が多く、製造工
程が煩雑で、高コストを招く。
　さらに、伝熱管を構成する放熱フィンは、凹部と凸部をプレスにより交互に形成される
ものであるため、凹部と凸部の間隔すなわちフィンの間隔を狭くするには限界がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１３－８８０１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上記のような従来技術の問題点を解消して、熱交換効率の向上等を図れる熱
交換装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の熱交換装置は、複数のフィンを含むと共に、往路、Ｕターン路、及び復路によ
り第１流体を通す通路を形成し、かつ、Ｕターン路において復路に流れ込む第１流体を内
側寄りに指向させる指向部を有する第１通路ユニットと、一端側から挿入される第１通路
ユニットを収容する収容部を有すると共に第１通路ユニットと協働して第２流体を通す通
路を形成する外側ケースと、第１流体の入口及び出口を画定すると共に外側ケースの開口
部に連結されるケースカバーとを備え、第１通路ユニットは、複数のフィンを有し往路及
び復路を直線状に画定する通路部材と、通路部材の一方側の開口部を覆うと共にＵターン
路を形成するヘッダー部材と、通路部材の他方側の開口部を往路と復路に仕切る仕切り壁
を有するフランジ部材を含み、通路部材は、断面が櫛状をなすように複数のフィンが一体
成型された二つの通路半体を互いに突き合わせて形成されている、構成となっている。
【００１０】
　上記熱交換装置において、指向部は、Ｕターン路の内壁面から復路に向けて突出する突
出壁として形成されている、構成を採用してもよい。
【００１１】
　上記熱交換装置において、突出壁は、Ｕターン路の幅方向に亘って伸長する畝状に形成
されている、構成を採用してもよい。
【００１２】
　上記熱交換装置において、外側ケースは、第２流体を導入するべく開口部の近傍に設け
られた導入口と、第２流体を導出するべく開口部と反対側の閉塞部の近傍に設けられた導
出口を有する、構成を採用してもよい。
【００１４】
　上記熱交換装置において、外側ケースは、フランジ部材を当接させて連結するべく開口
部の周りに形成されたケースフランジ部を有する、構成を採用してもよい。
【００１５】
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　上記熱交換装置において、ケースカバーは、ケースフランジ部に対して、フランジ部材
を挟み込んで連結されるカバーフランジ部を有する、構成を採用してもよい。
【００１６】
　上記熱交換装置において、ヘッダー部材は、通路部材を内側に嵌め込むように形成され
ている、構成を採用してもよい。
【００１８】
　上記熱交換装置において、第１通路ユニットは、複数の上記通路部材と、複数の通路部
材の間に介在して第２流体の通路を画定するスペーサ部材を含む、構成を採用してもよい
。
【００１９】
　上記熱交換装置において、ケースカバーは、第１流体の入口の近傍領域において、急拡
大する段差部を含む、構成を採用してもよい。
【００２０】
　上記熱交換装置において、往路の通路面積は、復路の通路面積よりも大きく設定されて
いる、構成を採用してもよい。
【００２１】
　上記熱交換装置において、第１通路ユニットは、アルミニウム材料を用いて形成されて
いる、構成を採用してもよい。
【発明の効果】
【００２２】
　上記構成をなす熱交換装置によれば、従来技術の問題点を解消して、熱交換効率の向上
等を達成できる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明に係る熱交換装置の一実施形態を示す外観斜視図である。
【図２】図１に示す熱交換装置の分解斜視図である。
【図３】図１に示す熱交換装置に含まれる第１通路ユニットの分解斜視図である。
【図４】図１に示す熱交換装置において、第１流体の通路及び第２流体の通路を示す断面
図である。
【図５】図１に示す熱交換装置において、第１通路ユニットに含まれる二つの通路部材の
間を通る第２流体の通路を示す断面図である。
【図６】第１通路ユニットのＵターン路に形成された指向部（突出壁）の作用を示す模式
図である。
【図７】図１に示す熱交換装置のケースカバーを示すものであり、（ａ）はケースカバー
を正面から視た正面図、（ｂ）は（ａ）中のＥ１－Ｅ１における断面図である。
【図８】第１通路ユニットに含まれる通路部材を示すものであり、（ａ）は複数のフィン
が一体成型された二つの通路半体を突き合わせる前の状態を示す斜視図、（ｂ）は二つの
通路半体を突き合わせて接合した状態を示す斜視図である。
【図９】図８（ｂ）に示す通路部材の往路及び復路を正面から視た正面図である。
【図１０】図９に示す通路部材を二つ含む第１通路ユニットが外側ケースに挿入された状
態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施の形態について、添付図面の図１ないし図１０を参照しつつ説明す
る。
　この実施形態において、熱交換装置Ｍは、外側ケース１０、ケースカバー２０、外側ケ
ース１０に挿入される第１通路ユニットＵにより構成されている。
　第１通路ユニットＵは、二つの通路部材３０、スペーサ部材４０、ヘッダー部材５０、
フランジ部材６０により構成されている。
　そして、第１通路ユニットＵは、第１流体を通すべく、長手方向Ｌに伸長する直線状の
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往路Ｇｒ、Ｕターン路Ｕｒ、長手方向Ｌに伸長する直線状の復路Ｃｒからなる通路Ｒ１を
形成するものである。
【００２５】
　外側ケース１０は、アルミニウム材料等を用いて金型成形により、略直方体の外輪郭を
なすように形成されている。
　外側ケース１０は、収容部１１、開口部１２、閉塞部１３、ケースフランジ部１４、導
入管１５、導出管１６、凹状溝１７，１８を備えている。
【００２６】
　収容部１１は、略矩形断面をなし、第１通路ユニットＵを収容するように形成されてい
る。
　開口部１２は、略矩形断面をなし、第１通路ユニットＵを挿入し得るように形成されて
いる。
　閉塞部１３は、第１通路ユニットＵを挿入した状態で、第１通路ユニットＵのヘッダー
部材５０と協働して、第２流体の通路Ｒ２を画定するように形成されている。
　ケースフランジ部１４は、第１通路ユニットＵのフランジ部材６０を当接させる当接面
１４ａ、締結用のボルトを通す６個の貫通孔１４ｂを備えている。
【００２７】
　導入管１５は、外側ケース１０の長手方向Ｌにおいて開口部１２の近傍でかつ幅方向Ｗ
において略中間領域に形成され、収容部１１との境界において第２流体を導入する導入口
１５ａを備えている。
　導出管１６は、外側ケース１０の長手方向Ｌにおいて閉塞部１３の近傍でかつ幅方向Ｗ
において略中間領域に形成され、収容部１１との境界において、第２流体を導出する導出
口１６ａを備えている。
【００２８】
　このように、第２流体の導入口１５ａが開口部１２の近傍に位置し、第２流体の導出口
１６ａが閉塞部１３の近傍に位置するため、導入口１５ａから導入された第２流体を、往
路Ｇｒの上流側に位置する第１流体と近接させることができる。また、導出口１６ａが導
入口１５ａから離れた位置にあるため、第２流体がショートカットで流れるのを防止する
ことができる。
　それ故に、第１流体と第２流体との間の熱交換効率を高めることができる。例えば、第
１流体が高温流体及び第２流体が低温流体の場合、第１流体を効率良く冷却することがで
きる。
【００２９】
　凹状溝１７は、第２流体の通路Ｒ２を画定するものであり、外側ケース１０の長手方向
Ｌにおいて開口部１２から閉塞部１３まで伸長すると共に、幅方向Ｗにおいて導入口１５
ａと重なる領域に形成されている。
　凹状溝１８は、第２流体の通路Ｒ２を画定するものであり、外側ケース１０の長手方向
Ｌにおいて開口部１２から閉塞部１３まで伸長すると共に、幅方向Ｗにおいて導出口１６
ａと重なる領域に形成されている。
【００３０】
　ケースカバー２０は、アルミニウム材料等を用いて金型成形により、図２に示すように
、略立方体の外輪郭をなすように形成されている。
　ケースカバー２０は、入口通路２１、出口通路２２、仕切り壁２３、カバーフランジ部
２４、段差部２５を備えている。
【００３１】
　入口通路２１は、外側ケース１０の長手方向Ｌに伸長して第１通路ユニットＵの往路Ｇ
ｒに連通すると共に、長手方向Ｌに向けて開口する第１流体の入口２１ａを画定するよう
に形成されている。
　出口通路２２は、外側ケース１０の長手方向Ｌに伸長して第１通路ユニットＵの復路Ｃ
ｒに連通すると共に、長手方向Ｌ及び幅方向Ｗに垂直な方向に向けて開口する第１流体の
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出口２２ａを画定するように形成されている。
【００３２】
　仕切り壁２３は、入口通路２１と出口通路２２を分離すると共に、第１通路ユニットＵ
に含まれるフランジ部材６０の仕切り壁６３と接合されるように形成されている。
　カバーフランジ部２４は、ケースフランジ部１４と同一の輪郭をなし、第１通路ユニッ
トＵのフランジ部材６０に当接する当接面２４ａ、締結用のボルトを通す６個の貫通孔２
４ｂを備えている。
【００３３】
　段差部２５は、入口２１ａの近傍領域、すなわち、入口通路２１の途中において、通路
面積が急拡大するように形成されている。
　これによれば、ケースカバー２０の入口２１ａから第１通路ユニットＵの往路Ｇｒに向
けて第１流体が流れ込む際に、段差部２５の領域において、第１流体に渦を生じさせて、
撹拌作用を得ることができる。それ故に、第１流体の流速が低下して、第１流体と第２流
体との間の熱交換効率を高めることができる。
【００３４】
　第１通路ユニットＵは、前述の通り、二つの通路部材３０、スペーサ部材４０、ヘッダ
ー部材５０、フランジ部材６０により構成されており、これらの部材は所定の接合方法に
より互いに接合されている。尚、接合方法としては、ロウ付け、溶着、接着剤、その他の
接合手段が適用される。
【００３５】
　通路部材３０は、二つの通路半体３１，３１を互いに突き合わせて接合することにより
形成されている。
　通路半体３１は、例えば、アルミニウム材料を用いた押出し成形により形成されており
、断面が櫛状をなすように等間隔で一体成型された複数（ここでは、２７個）のフィン３
１ａを備えている。
　このように、通路半体３１が、アルミニウム材料を用いて押出し成形されることにより
、複数のフィン３１ａ同士の間隔を狭く設定することができる。それ故に、熱交換効率を
向上させることができる。特に、アルミニウム材料は、ステンレス材料等に比べて、高熱
伝導性であるため、熱交換効率をさらに向上させることができる。
【００３６】
　複数のフィン３１ａには、外壁３１´よりも低い突出高さの複数のフィンと、外壁３１
´と同じ突出高さの複数のフィン（ここでは、フィン３１ａ´で示す）が含まれている。
　そして、二つの通路半体３１，３１を突き合わせることにより、図９に示すように、外
壁３１´同士及びフィン３１ａ´同士が当接するようになっている。
【００３７】
　ここでは、図９に示すように、中間位置よりも上側に偏倚した位置において、互いに当
接する一対のフィン３１ａ´により、往路Ｇｒと復路Ｃｒに二分されるようになっている
。すなわち、往路Ｇｒの通路面積が復路Ｃｒの通路面積よりも大きく設定されている。
　このように、通路部材３０は、予め形成された複数のフィン３１ａ，３１ａ´を有する
二つの通路半体３１，３１を互いに突き合わせて接合することにより構成される。したが
って、部品点数の削減、製造工程の簡素化等を達成しつつ、通路部材３０を容易に形成す
ることができる。
【００３８】
　また、図１０に示すように、二つの通路部材３０がスペーサ部材４０を挟んで幅方向Ｗ
に配置されることにより、第１通路ユニットＵが構成されている。
　スペーサ部材４０は、幅方向Ｗにおいて所定の厚みをなし、二つの通路部材３０，３０
の間に第２流体の通路Ｒ２を画定するようになっている。
【００３９】
　ヘッダー部材５０は、アルミニウム材料等を用いて形成され、二つの通路部材３０，３
０を内側に嵌め込む環状の外縁部５１、二つの通路部材３０，３０の一方側の開口部を覆



(7) JP 6807724 B2 2021.1.6

10

20

30

40

50

う壁面５２、壁面５２から突出して形成された指向部としての突出壁５３を備えている。
【００４０】
　外縁部５１は、外側ケース１０の収容部１１の内壁面に対して、密接に嵌合されるよう
に形成されている。
　壁面５２は、第１流体を往路Ｇｒから復路Ｃｒに導くＵターン路Ｕｒを画定するように
形成されている。
　突出壁５３は、Ｕターン路Ｕｒを画定する壁面５２から復路Ｃｒに向けて突出し、又、
Ｕターン路Ｕｒの幅方向Ｗに亘って伸長する畝状に形成されている。
　また、突出壁５３は、復路Ｃｒの領域でかつ往路Ｇｒ側に偏倚した領域に形成されてい
る。
　そして、突出壁５３は、Ｕターン路Ｕｒにおいて、復路Ｃｒに流れ込む第１流体を内側
寄り（往路Ｇｒに近い側）に指向させるようになっている。
【００４１】
　このように、指向部としての突出壁５３を設けたことにより、図６に示すように、第１
流体が往路Ｇｒを経てＵターン路Ｕｒから復路Ｃｒに流れ込む際に、第１流体が復路Ｃｒ
の内側寄りに指向されて、復路Ｃｒにおける第１流体の流れが均一化される。
　特に、突出壁５３が畝状に形成されることで、簡単な形態を採用しつつも、第１流体を
復路の外側だけでなく内側に亘って均一に流れるように指向させることができる。これに
より、第１流体と第２流体との間での熱交換効率を高めることができる。
　したがって、第１流体がエンジンの排気ガス及び第２流体が冷却水の場合は、排気ガス
を効率良く冷却することができる。
【００４２】
　また、ヘッダー部材５０は、通路部材３０を内側に嵌め込むように形成されているため
、ヘッダー部材５０を外側ケース１０の収容部１１に嵌め込んで位置決めしつつ、通路部
材３０の外壁と外側ケース１０の内壁の間に、第２流体の通路Ｒ２として所定の隙間を確
保することができる。
【００４３】
　フランジ部材６０は、アルミニウム材料等を用いて、ケースフランジ部１４と同一の輪
郭をなす平板状に形成され、二つの通路部材３０，３０の他方側の開口部に接合されてい
る。
　そして、フランジ部材６０は、ケースフランジ部１４の当接面１４ａに当接する当接面
６１、カバーフランジ部２４の当接面２４ａに当接する当接面６２、仕切り壁６３、仕切
り壁６４、締結用のボルトを通す６個の貫通孔６５を備えている。
【００４４】
　仕切り壁６３は、二つの通路部材３０，３０の往路Ｇｒと復路Ｃｒを区分けするフィン
３１ａ´と接合されると共に、ケースカバー２０の仕切り壁２３と接合されるように形成
されている。
　仕切り壁６４は、二つの通路部材３０，３０の他方側の開口部の縁に接合されて、二つ
の通路部材３０，３０の間の通路Ｒ２を入口通路２１及び出口通路２２から遮断するよう
に形成されている。
【００４５】
　ここでは、第１通路ユニットＵにおいて、往路Ｇｒの通路面積が復路Ｃｒの通路面積よ
りも大きくなるように設定されている。
　したがって、例えば、第１流体が高温流体及び第２流体が低温流体の場合、第１通路ユ
ニットＵを流れる第１流体は、第２流体との熱交換により、体積が膨張した状態から収縮
した状態となるため、圧力損失を低減しつつ、熱交換効率を高めることができる。
【００４６】
　次に、第１通路ユニットＵの組付けについて説明する。
　二つの通路部材３０、スペーサ部材４０、ヘッダー部材５０、フランジ部材６０を別々
に形成する。
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　その後、二つの通路部材３０の一方側に、スペーサ部材４０を挟み込んで接合しつつ、
ヘッダー部材５０を接合する。
　続いて、二つの通路部材３０の他方側に、フランジ部材６０を接合するだけで、第１通
路ユニットＵの組付けが完了する。
　このように、部品点数の削減、製造工程の簡素化等を達成しつつ、第１通路ユニットＵ
を容易に形成することができる。
【００４７】
　次に、熱交換装置Ｍの組付けについて説明する。
　外側ケース１０、ケースカバー２０、第１通路ユニットＵを準備する。
　続いて、第１通路ユニットＵを、外側ケース１０の開口部１２から収容部１１に挿入す
る。そして、フランジ部材６０をケースフランジ部１４に当接させる。
　続いて、ケースカバー２０を、第１通路ユニットＵのフランジ部材６０に近づけ、カバ
ーフランジ部２４をフランジ部材６０に当接させて、カバーフランジ部２４とケースフラ
ンジ部１４の間にフランジ部材６０を挟み込む。
　この状態において、外側ケース１０のケースフランジ部１４、第１通路ユニットＵのフ
ランジ部材６０、及びケースカバー２０のカバーフランジ部２４のそれぞれの貫通孔２４
ｂ、６５、１４ｂにボルトを通してナットと螺合する。
　これにより、第１通路ユニットＵを外側ケース１０内の所定の位置に位置決めしつつ、
熱交換装置Ｍの組付けが完了する。
【００４８】
　このように、部品点数の削減、構造の簡素化、製造工程の簡素化等を達成しつつ、熱交
換装置Ｍを容易に形成することができる。
　また、第１通路ユニットＵを外側ケース１０に挿入しつつ、第１通路ユニットＵのフラ
ンジ部材６０を外側ケース１０のケースフランジ部１４に当接させて位置決めすることに
より、第１通路ユニットＵと外側ケース１０の間に形成される隙間を、第２流体の通路Ｒ
２として容易に形成することができる。
【００４９】
　次に、上記構成をなす熱交換装置Ｍの作用について説明する。
　第２流体は、外側ケース１０の導入口１５ａから外側ケース１０内に導入される。そし
て、外側ケース１０と第１通路ユニットＵにより画定される通路Ｒ２を経て、外側ケース
１０の導出口１６ａから導出される。
【００５０】
　一方、第１流体は、ケースカバー２０の入口２１ａから流れ込み、入口通路２１を通過
して通路部材３０の往路Ｇｒに向かう。
　ここで、入口通路２１の段差部２５により渦が生じ、第１流体は撹拌作用を受ける。
　続いて、第１流体は、往路Ｇｒを流れてＵターン路Ｕｒに至り、１８０度方向変換させ
られて復路Ｃｒに流れ込む。
【００５１】
　このＵターン路Ｕｒの領域において、第１流体は、突出壁５３により、復路Ｃｒの内側
寄りに指向されるため、従来のような外側に偏倚した流れが抑制されて、復路Ｃｒにおけ
る流れが均一化される。
　そして、第１流体は、復路Ｃｒを通過し、ケースカバー２０の出口通路２２を経て、出
口２２ａから外部に排出される。
【００５２】
　この流れ過程によれば、第１流体と第２流体との間での熱交換効率を高めることができ
、第１流体が高温流体及び第２流体が低温流体の場合は、第１流体を効率良く冷却するこ
とができる。
　この熱交換装置ＭがエンジンのＥＧＲシステムに適用される場合、第１流体としての排
気ガスを、第２流体としての冷却水により効率良く冷却することができる。
【００５３】
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　上記実施形態においては、Ｕターン路Ｕｒの領域に形成される指向部として、Ｕターン
路Ｕｒの内壁面から突出する突出壁５３を示したが、これに限定されるものではなく、第
１流体を復路の内側寄りに指向させるものであれば、別個に形成された整流板、あるいは
その他の部材であってもよい。
　上記実施形態においては、突出壁として畝状をなす突出壁５３を示したが、これに限定
されるものではなく、複数の突出壁からなる他の形態をなすものを採用してもよい。
【００５４】
　上記実施形態においては、第１通路ユニットＵを構成する通路部材として二つの通路部
材３０を採用した場合を示したが、これに限定されるものではなく、一つの通路部材３０
、又は、三つ以上の通路部材３０を採用してもよい。
　上記実施形態においては、外側ケース１０がケースフランジ部１４を有し、第１通路ユ
ニットＵがフランジ部材６０を有し、ケースカバー２０がカバーフランジ部２４を有する
構成を示したが、これに限定されるものではなく、相互に連結及び位置決めする構成であ
れば、その他の形態及び構造を採用してもよい。
【００５５】
　上記実施形態においては、第１流体として高温流体、第２流体として低温流体を適用し
た場合を示したが、これに限定されるものではなく、逆に、第１流体として低温流体、第
２流体として高温流体を適用してもよい。
　上記実施形態においては、第１流体として排気ガス、第２流体として冷却水を示したが
、これに限定されるものではなく、その他の流体を適用することができる。
【００５６】
　以上述べたように、本発明の熱交換装置によれば、従来技術の問題点を解消して、熱交
換効率を向上させることができるため、エンジンのＥＧＲシステムに適用されるのは勿論
のこと、その他の熱交換器等においても有用である。
【符号の説明】
【００５７】
Ｍ　熱交換装置
１０　外側ケース
Ｒ２　第２流体の通路
Ｗ　幅方向
１１　収容部
１２　開口部
１３　閉塞部
１４　ケースフランジ部
１５ａ　導入口
１６ａ　導出口
２０　ケースカバー
２１ａ　入口
２２ａ　出口
２３　仕切り壁
２４　カバーフランジ部
２５　段差部
Ｕ　第１通路ユニット
Ｒ１　第１流体の通路
Ｇｒ　往路
Ｕｒ　Ｕターン路
Ｃｒ　復路
３０　通路部材
３１　通路半体
３１´　外壁
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３１ａ、３１ａ´　フィン
４０　スペーサ部材
５０　ヘッダー部材
５２　壁面
５３　突出壁（指向部）
６０　フランジ部材
６３，６４　仕切り壁
 

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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